
参考資料 

東海第二発電所 工事計画軽微変更届出の根拠について 

内容 関連する図書 

1. 残留熱除去系主要弁の要目表における系統名称の適正化 ― 

2. 残留熱除去系海水系主配管の要目表における材料等の記載順序の適正化 P.2～P.4：工認ヒアリング時エビ

デンス資料、メーカ設計資料 

3. 固体廃棄物貯蔵系使用済粉末樹脂貯蔵タンクの要目表における設備区分の適正化 P.5～P.9：建設時工認

4. 主排気筒放射線モニタ及び非常用ガス処理系排気筒放射線モニタの要目表における設置床の建屋名称の適正化 P.10,11：工認添付資料｛原子炉格

納施設の水素濃度低減性能に関

する説明書｝ 

5. 非常用ガス再循環系主配管の要目表における注釈の適正化 P.12～P.14：工認添付図面

6. 非常用ガス処理系主配管及び伸縮継手の要目表における材料及び注釈の適正化 P.15～P.22：工認ヒアリング時エ

ビデンス資料、メーカ設計資料、

工認添付図面 

7. 非常用ディーゼル発電装置及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電装置の要目表における注釈の適正化 ― 
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変 更 前 変 更 後 

名     称 

最高使用 

圧  力 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径＊1 

（mm） 

厚 さ

（mm） 
材 料 名     称 

最高使用 

圧  力 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径＊1 

（mm） 

厚 さ

（mm） 
材 料 

残

留

熱

除

去

系

海

水

系

＊2，＊9，＊10

～ 

3.45＊5 38 

＊1） SM50B 

残

留

熱

除

去

系

海

水

系

変更なし

変更なし 変更なし

変更なし＊7

変更なし 

－ 3.45＊3 38＊3

508.0 

/508.0 

/－ 

15.1＊1 

/15.1＊1 

/－ 

STPT410 

3.45＊5 38 － 変更なし 変更なし 508.0 （12.7＊1） SGV410 

－ 3.45＊3 38＊3 508.0＊11 12.7＊1，＊11 STPT410＊11 

＊10

～ 

－ ＊12 

A 系統緊急用海水系 

配管合流点 

～ 

残留熱除去系 

熱交換器 A 

3.45＊3 38＊3

508.0 

/508.0 

/318.5 

（12.7＊1） 

（12.7＊1） 

（10.3＊1） 

SGV410 

3.45 ＊1） SM50B 変更なし 変更なし 508.0 （12.7＊1） SGV410 

－ 3.45＊3 38＊3
508.0

/457.2

（12.7＊1）

（12.7＊1）
SGV410

＊10

～ 

－ 
＊12

B 系統緊急用海水系 

配管合流点 

～ 

残留熱除去系 

熱交換器 B

3.45＊3 38＊3

508.0 

/508.0 

/318.5 

（12.7＊1） 

（12.7＊1） 

（10.3＊1） 

SGV410 

3.45 ＊1） SM50B 変更なし 変更なし 508.0 （12.7＊1） SGV410 

－ 3.45＊3 38＊3

508.0＊11 12.7＊1，＊11 STPT410＊11

508.0

/457.2

（12.7＊1）

（12.7＊1）
SGV410

13

改造範囲①

⑨

⑩

⑩

改造範囲②

改造範囲②

改造範囲⑤

工認ヒアリング時エビデンス資料
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メーカ設計資料
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41046
長方形

41046
長方形
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41046
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SGTS注釈の記載
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ル 主配管の名称，最高使用圧力，最高使用温度，外径，厚さ及び材料（常設及び可搬型の別に記載し，可搬型の場合は個数及び取付箇所を付記すること。）

・常設

変 更 前 変 更 後 

名 称 

最高使用 

圧 力 

（MPa） 

最高使用 

温 度 

（℃） 

外 径＊1

（㎜） 

厚 さ 

（㎜） 
材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

（MPa） 

最高使用 

温 度 

（℃） 

外 径＊1

（㎜） 

厚 さ 

（㎜） 
材 料 

非

常

用

ガ

ス

処

理

系

＊9

非常用ガス処理系分岐点 

～ 

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン

0.014＊2 72 457.2 
 （14.3＊1）

SM41B 

非

常

用

ガ

ス

処

理

系

変更なし 

変更なし 86 
変更なし 

457.2     （14.3＊1） SM400C 

0.014＊7 86＊7 457.2 

/355.6 

14.3＊1

/11.1＊1 STPT410 

変更なし 86 
355.6 11.1＊4 STPT410 

457.2    （8.0＊1） SUS304 

0.014＊7 86＊7 559.0 1.5＊1×1＊10 SUS304 

＊11

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン A

～

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン出口管合流点

0.014＊2 72 457.2 
 （14.3＊1）

SM41B 変更なし 変更なし 86 変更なし＊4

＊11

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン B

～

耐圧強化ベント系配管合流点 

0.014＊2 72 457.2 
 （14.3＊1）

SM41B 変更なし 変更なし 86 変更なし＊4

＊11

耐圧強化ベント系配管合流点 

～ 

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン出口管合流点

－ 

＊6

耐圧強化ベント系配管合流点 

～ 

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン出口管合流点

0.62＊7 200＊7

457.2＊5

/457.2＊5

/318.5＊5

（14.3＊1，＊5）

（14.3＊1，＊5）

（10.3＊1，＊5）

SM400B＊5

0.014＊2 72 457.2 
 （14.3＊1） 

SM41B 
変更なし 

0.62＊7

86

200＊7 変更なし 

＊11

非常用ガス処理系フィルタ 

トレイン出口管合流点

～ 

非常用ガス処理系 

排気筒接続部 

0.014＊2 72 457.2 
 （14.3＊1）

SM41B ＊6

非常用ガス処理系 

フィルタトレイン

出口管合流点

～ 

非常用ガス処理系 

排気筒接続部 

変更なし 

0.62＊7

86

200＊7 変更なし 

0.014＊2 72 457.2＊3

 （14.3＊1） 
SM400B＊3 変更なし 

0.62＊7

86

200＊7

457.2 （14.3＊1，＊4） SM400C 

457.2     （14.3＊1） SFVC2B 

0.014＊2 72 555.6＊3 1.2＊1，＊3 SUS316＊3 変更なし 

0.62＊7

86

200＊7

457.2 14.3＊1 SUS316TP 

457.2 （14.3＊1，＊4） SUS316 

－ 0.62＊7 200＊7
550.0 1.5＊1×2＊8 SUS316 

558.0 1.5＊1×2＊8 SUS316 

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦
⑧

⑨

⑪

⑭ ⑮

⑫

⑩

⑬

⑯

工認ヒアリング時エビデンス資料

注：ピンク部分は工認ヒアリング当時のエビデンス資料に追記

SGTS配管材料
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注記 ＊1：公称値を示す。 

＊2：ＳＩ単位に換算したもの。 

＊3：既工事計画書に記載がないため，記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 51 年 6 月 2 日付け 51 資庁第 3467 号にて認可された工事計画の添付書類「Ⅲ-1-4 非常用ガス処理系配管の規格計算書」による。 

＊4：エルボにあっては，管と同等以上の厚さのものを選定。 

＊5：本設備は既存の設備である。 

＊6：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（耐圧強化ベント系）と兼用する。 

＊7：重大事故等時における使用時の値を示す。 

＊8：2層を示す。 

＊9：記載の適正化を行う。既工事計画書には「非常用ガス再循環系排風機出口連絡管よりフィルタトレインまで」と記載。 

＊10：1 層を示す。 

＊11：記載の適正化を行う。既工事計画書には「フィルタトレインより非常用ガス処理系排気筒接続部まで」と記載。 
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⑯
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メーカ設計資料
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